
「フーリエ解析と関数解析学」(初版第 2刷) 正誤表

下記の誤りをお詫びして訂正いたします．

場所 訂 正 前 訂 正 後
p.11, ↑ 6 (−�, �] [−�, �)
p.17, ↑ 8 2n � |k| � 2n+1 2n � |k| < 2n+1　 (3箇所)
p.17, ↑ 5

∑∞
n=−∞ 2−(α−1/2)n

∑∞
n=0 2−(α−1/2)n + |c0(f)|

p.21, ↑ 12 ||2 ||L2([−�,�))

p.26, ↓ 7 ∂βt ∂tβ

p.36, ↓ 7 α ∈ Z+ α ∈ Zd
+

p.40, ↑ 3 |ξ| |ξ|2
p.54, ↓ 6, 11 F Ff

p.56, ↓ 1 S(R) S′(R)
p.57, ↑ 2 S(Rd) S(R)
p.59, ↓ 9 F [ϕ] F−1 [ϕ]
p.59, ↑ 1 Sd Rd

p.62, ↓ 11 Fm1 Fm2

p.62, ↓ 14 Fml
Fmk

p.64, ↑ 5 S(R) C∞
0 (R)

p.78, ↓ 14 · · · |〈F, ψN 〉| > 1 · · · |〈F, ϕN 〉| > 1
p.80, ↑ 7 ∂jψ は suppF のある近傍で 0 ∂j は ξj の微分なので ∂jψ = 0
p.83, ↑ 6 f ∈ L2(R) を f ∈ L2(R)を連続かつ

(注) 訂正前は仮定より f が連続関数と a.e.で同一視できるのでこの同一視
を暗黙のうちに行っていたが, 上記のようにしておいた方が明確であろう．

p.83, ↑ 4
∞∑

n=−∞
f(nT )hT (x− nT ) lim

N→∞

N∑
n=−N

f(nT )hT (x− nT )

p.135, ↓ 2 �(ξ) l(ξ)
p.135, ↓ 7 −λ(ξ + π)m0(ξ) λ(ξ + π)m0(ξ)
p.169, ↓ 3 D(T ) R(T )
p.175, ↑ 8 命題 ii 命題 8.19
p.179, ↑ 2 対して に対して
p.184, ↓ 7 ∂xj ∂x2

j

p.194, ↑ 4 Ωj の j ≥ 1 に対して Ωj の

p.210, ↑ 2 ;
p.212, ↑ 4 ;
p.215,↑ 3, 1;
p.216 ↓ 1

∫ N

−N

∫ N

−N ′

p.210, ↑ 2 ;
p.212, ↑ 4 ;
p.215,↑ 3, 1;
p.216 ↓ 1 ;
p.221, ↓ 11

N → ∞ N,N ′ → ∞

p.221, ↓ 11 [−N,N ] [−N ′, N ]
p.230, ↓ 12 がわかる． がわかる．全射は定理 10.14 より明らか．
p.230, ↑ 4 U∗ = U U∗ = U−1

p.282, ↓ 7, 13 ∂kr ∂rk

p.282, ↓ 8 閉区間 有界閉区間
p.283, ↓ 8, 10 d2r dr2

p.285,↓11 A.5節 A.4節
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有益なご注意をいただきました薮田公三先生，落合啓之先生に感謝いたします．

「p.65の上から 1行目 ∼ 下から 7 行目」の記述を下記のものに差し替えてください．(この修正・簡略化
は薮田公三先生によるものです. 06/11/16: 落合啓之先生のアドバイスにより ↓ 6に加筆)

したがって 〈
F

[
N∑

k=−N

δkω

]
, ϕ

〉
= 2�sN

[∑
n∈Z

ϕ (· + 2n�)

]
(0) .

ここで
∑

n∈Z

ϕ (ξ + 2n�) は周期 2� の C∞ 級関数であるから，定理 1.6より

〈
F

[ ∞∑
k=−∞

δkω

]
, ϕ

〉
=

〈 ∞∑
k=−∞

δkω,F [ϕ]

〉
= lim

N→∞

〈
N∑

k=−N

δkω ,F [ϕ]

〉

= lim
N→∞

〈
F

[
N∑

k=−N

δkω

]
, ϕ

〉
= lim

N→∞
2�sN

[∑
n∈Z

ϕ (· + 2n�)

]
(0) = 2�

∑
n∈Z

ϕ (2n�)

=

〈
2�

∑
n∈Z

δ2n�, ϕ

〉
=

〈
2π
ω

∑
n∈Z

δ2nπ/ω, ϕ

〉
.

ここで後述の補題 4.10を用いれば，任意の ϕ ∈ S (R) に対して〈
F

[ ∞∑
k=−∞

δkω

]
, ϕ

〉
=

〈
2π
ω

∑
n∈Z

δ2nπ/ω, ϕ

〉
も成り立つことがわかる．よって定理が証明された．�

「p.84の下から 1行目 ∼ p.85の上から 11行目」の記述を下記のものに差し替えてください．

lim
N→∞

F−1

[
N∑

n=−N

f (nT )EnTχ[−π/T,π/T ]

]
=

1
T
f (5.10)

が L2 (R) ノルム収束の意味で成り立っていることがわかる．

F−1
[
χ[−π/T,π/T ]

]
(x) =

1
T
hT (x) (5.11)

及び hT ∈ L2 (R) に注意しておく．(5.11) と定理 5.6より

F−1

[
χ[−π/T,π/T ]

N∑
n=−N

f (nT )EnT

]
= F−1

[
F

[
1
T
hT

]
F

[
N∑

n=−N

f (nT ) δnT

]]

=
1
T
hT ∗

N∑
n=−N

f (nT ) δnT

となっている．ここで hT ∗ δnT = hT (· − nT ) とみなせる．なぜならば任意の ϕ ∈ S (R) に対して

δ∨nT ∗1 ϕ(x) = 〈δ∨nT , (ϕ
∨ ◦ τx)〉 = ϕ (x+ nT )

であり，したがって

〈hT ∗ δnT , ϕ〉 = 〈hT , δ
∨
nT ∗ ϕ〉 =

∫
R

hT (x)ϕ (x+ nT )dx

=
∫

R

hT (x− nT )ϕ (x) dx

が得られるからである．ゆえに

F−1

[
χ[−π/T,π/T ]

N∑
n=−N

f (nT )EnT

]
=

1
T

N∑
n=−N

f (nT )hT (· − nT )

であるから，(5.10) と併せて (5.7) が L2 (R) ノルム収束の意味で成り立つことがわかる．
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追加訂正 (2006/12/04) (落合啓之先生に感謝いたします)

場所 訂 正 前 訂 正 後
p.16, ↑ 8 α-連続 α-ヘルダー連続
p.24, ↑ 4 ので除外 ので定数解以外を除外
p.40, ↑ 2 CC′C′′ C′

d,N

p.40, ↑ 1 が得られる (ただし C′
d,N は d,N にのみ依存した正定数) が得られる

p.44, ↑ 7 とし とし，t > 0 に対して
p.63,↑ 2,p.64↓ 3 k = −N k = −N ′

p.63, ↑ 1 N → ∞ N,N ′ → ∞
p.66, ↑ 1 右辺の項を C′j−1|ϕ|N+1 にする．ただし C′ は j に依存しない正定数．
p.89,↑ 8,↑ 3 L2([−�, �]) L2(−�, �)
p.93, ↓ 5 α |α|
p.94,↓ 4 L2((−�, �]) L2(−�, �)
p.124,↑ 5 = eimφ は eimφ と e−imφ の 1次結合
p.132,↓ 7 こと意味 ことを意味
p.136,↑ 1 (vi) (iv)
p.138, ↓ 7 定理 7.22の後に次の文を挿入：定理 7.21の仮定のもと，
p.139,↓ 7 ϕ(2−jξ) ϕ̂(2−jξ)
p.140,↓ 8 [−1/2.0] [−1/2, 0]
p.148,↓ 1 本章では 本節では
p.155,↑ 8 ‖Tnu‖|Y ‖Tnu‖Y |
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